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Fig.2 SANSの測定により求めた静止状
態(上側の白抜記号)およびずり流動場中
(下側の白抜記号)における繰返距離(記
号の違いは膜の配向方向の違いに対応)
と,SAXSにより求めた静止状態の繰返距
舵 (●)と全膜厚 (◆)の濃度依存性
(70℃)0
と推測される｡これらの結果は,膜間の水が排除されたラメラ構造を持つ領域が分離すること
を示唆しているが,肉眼では白濁は認められなかった｡ 現在このことを確認するために,ずり
流動場中での小角光散乱測定を試みている｡予備測定では d*を与えるずり速度において
散乱強度の増大が観測されているので,局所的な分離が進行していると考えられる｡
ずり流動場によりラメラ相の繰返距離が数%程度減少することは報告されている 7,9,10)が,
上記のような著しい変化は例がない｡またずり流動場による膜の波打ち運動の抑制を示した
理論は提案されているが,われわれの実験では3通りのラメラの配向方向いずれに対しても
繰返距離および回折ピーク強度の減少が観測されていることから,ずり流動場によりまずラメ
ラドメインの縮小が起こり,これが膜の波打ち運動の最大波長を制限しているのではないか
と想像している｡
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